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　マツダ病院では、マツダ病院の風土や実情に合った手法にこだわらない、病院最適化に向
けた改善活動の推進を目的として「QC＊1プロジェクト活動」を展開し、報告会を開催してい
ます。
　2015年2月16日㈪開催されたプロジェクト最終報告会では、６チームから活動が報告され
ました。参加者は95名にのぼりました。この報告会を受けて2015年2月23日㈪に2014年度
QCプロジェクト優秀報告選考会が開催されました。選考結果は下記に示します。

　今回、私たちは、入院後の急性期治療の間に筋力などが低下する患者さんを早期発見し、
医師・看護師・理学療法士が協働してリハビリを早期介入＊2することに取り組んできまし
た。具体的には、入院前の歩行状態や生活活動の状況、退院するまでの目標などを多職種で
共有し、看護師による病棟リハビリが実践されるようになり、次のとおり効果が認められま
した。
【効　果(実践から約半年後)】
　　①早期離床（不必要に安静のまま過ごす期間を短くすること）に対する職員の意識向上
　　②機能低下を起こした患者さんの入院からリハビリ開始までの日数短縮
　　③入院日数の短くなる患者さんの増加
　　④退院時に歩行できる患者さんの増加

　今回の取り組みにより、患者さんへの運動説明をもっと分かりやすく、また、入院してか
ら切れ目のないリハビリをいかに継続し行うかが課題として見えてきました。
　今後も活動を継続しチーム医療＊3の質向上に努めてまいります。

　＊1　Quality Control（品質管理）
　＊2　介入とは:各職種独自の立場から 専門的技術を用いて能動的に関わること。
　＊3　チーム医療とは：一人の患者さんに複数の医療専門職が連携して、治療やケアに当たること。

2014年度QCプロジェクト優秀報告選考会の結果

最優秀賞受賞チームの活動効果

QC推進チーム  西原　昌幸　

No.
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「廃用症候群に対する早期離床に向けた取り組み」
～ADLが低下した症例を対象に～
「予定入院患者の持参薬取扱い
プロセス効率化に向けた取り組み」
「CLABSI（中心ライン関連血流感染症）
の早期発見に向けた血液培養採取率の向上」

「x線撮影室における患者待ち時間の改善」

「その場ですぐ呼気テスト　～患者さんの
動線と待ち時間の短縮を図ろう～」

「医事会計運用改善」

チーム名・所属
離床促し隊2014
（リハビリテーション科）
スムージー鑑別
（薬剤部）

アカギオロジー
（ICT）

チームRedFan
（画像診断科）
チーム　ピロリ
（臨床病理検査科）

PDGK
（事務グループ）

リーダー

井升　聖滋

内海　敦志

矢野　有美

浅尾　佳秀

西部　真弓

小山　智

オーナー

川本看護部長

西原薬剤部長

赤木主任部長

下川技師長

蓼原主任部長

細本マネージャー

テ　ー　マ 選考結果

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

QCチーム：離床促し隊2014（リハビリテーション科）

リーダー：理学療法士　井升　聖滋
います　　せいじ

左から矢野さん(優秀賞)、井升さん(最優秀賞)、
奥平院長、内海さん(優秀賞)
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